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上⼠幌町の概要

北海道バルーンフェスティバル

ナイタイ⾼原牧場

上⼠幌ゴルフ場ぬかびら源泉郷三国峠（秋） タウシュベツ川橋梁

4,954⼈
※令和３年９⽉末現在

⼈ ⼝
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盤⽯な農業基盤
・町内⾷料⾃給率３，５０５％

だれもが⽣涯活躍できるまちづくり
With「(株)⽣涯活躍のまちかみしほろ」

・地域包括ケア（コミュニティと⽀え合い）
・⼈材センターと⽣業の開発（雇⽤・経済）
・起業⽀援（⼈材育成、ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ）
・健康づくりの誘い（健康ポイント）
・⼈材育成かみしほろ塾（総合、専⾨）

地域が稼ぐ⼒の発揮・地域経営
With「(株)ｋarch（カーチ）」

・エネルギーの地産地消（畜産バイオマス発電・売電）
・DMO事業、ナイタイテラスと新設「道の駅かみしほろ」の運営
・SDGｓとの連動（体験旅⾏商品、⼈材育成）

次世代⾼度技術の実装によるスマートタウンの実現
〇スマート農業、MaaS、⾃動運転バスの実証実験を実施。(R1)
→Society5.0時代を⾒据え、農業、医療・介護、教育、移動、
買い物等産業や⽣活など様々なシーンに
おける⽣産性や利便性の向上を⽬指す。

〜イノベーションでスマートタウンを⽬指すまち かみしほろ〜

⺠間賃貸住宅供給⼾数の増加
・賃貸住宅建設費補助制度が後押しし、
H20より４１１⼾増加、住まいを確保

⼦育て・教育に⼿厚い⽀援
・保育・幼稚園無料、通園補助 ・地域で育む⼦育てサロン
・⾼校卒業年齢まで医療費無料 ・ICTを活⽤した学習活動
・ICT推進教諭専⾨教諭の配置 ・学童保育所や発達⽀援
・マイホーム建設費⼦ども⼀⼈100万円助成 センターの充実

⺠間企業設⽴、雇⽤の創出
・H27から7社設⽴、無料職業紹介等
⾏政把握分だけで１０８⼈雇⽤を確保

交流・移住・定住の促進
・NPO法⼈と連携した移住総合案内
・⽣活体験住宅の⽤意
・プロモーション、ふるさと納税寄附者
との交流会によるファンづくり

⼈の都市・地⽅循環による地域活性化

〇シェアオフィスの活⽤を⾒越した都市⼈材モニターツアーを実施。(R1)
→町内に整備したシェアオフィスの利⽤促進により、都市部で働く世代との
関係づくり、地元住⺠との交流や企業連携による新ビジネス展開を⽬指す。

第Ⅰ期地⽅創⽣の成果
〇⼈⼝増４２⼈ 〇社会増２４４⼈

〇若者（20〜40代）の転⼊率７６．５％
〇⾸都圏からの転⼊増１１８⼈ 〇移住者数９５⼈

第Ⅱ期へ

畜産バイオガスプラント
・メタン発酵消化液による環境保全・
資源循環型持続的農業

・町内再⽣可能エネルギー電⼒⾃給率１，０９２％

環境と調和したエネルギーの地産地消とビジネス展開
〇「地域マイクログリッド構築マスタープラン」策定。(R1)
→畜産バイオガスプラントによる資源循環型農業の推進、
バイオガス発電によるエネルギーの地産地消、
電⼒⼩売業によるビジネス展開を実現している。

○⼈の流出に⻭⽌めをかけ、地域を活性化させるため、住まい、仕事、⼦育て・教育の⼿⽴てを充実→第Ⅰ期地⽅創⽣に成果。
○畜産バイオガスによるエネルギー地産地消と売電、SDGｓと連動したDMO事業で、環境と調和したビジネス展開、経済活性化。
○スマートタウンの実現と⼈の都市・地⽅循環による交流・ビジネス展開が、「だれもが⽣涯活躍できるまちづくり」を後押し。

2020年7⽉にオープンした
「かみしほろシェアOFFICE」

⾃動運転バス

⼈⼝減少

強みの助⻑

弱みの克服

将来

町内森林の酸素供給量は、５０００⼈
町⺠が消費する９７年分相当

「だれもが⽣涯活躍・環境と調和したビジネス展開」プロジェクト
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SDGs未来都市とは
SDGsの理念に沿った取組を推進しよ

うとする都市・地域の中から、特に、
経済・社会・環境の三側面における新
しい価値創出を通して持続可能な開発
を実現するポテンシャルが高い都市・
地域として選定されるもの。

⾃治体SDGsモデル事業とは
SDGs未来都市の中で実施予定の先導

的な取組として選定されるもの。

国からの総合的な支援に加え、資金
的にも支援を受けられ、効果的に取組
を実施していくことができる。

SDGs未来都市とモデル事業に選定︕

SDGs達成に向けた優れた取組を提案した⾃治体として、2021年度「SDGs未来都市」に選定。
また、その中でも特に先導的な取組として、「⾃治体SDGsモデル事業」にも併せて選定。

☑

SDGs未来都市
2021(令和3)年5⽉

国においては、2024年度までに
SDGsに取り組む⾃治体数を
60％まで引き上げることが⽬標

SDGsの推進
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経済・社会・環境⾯における取組

○ 移動、宿泊、仕事のワーケーション
パックとシェアオフィスを核とした
都市部企業人の呼び込み

○ 地元事業者・生産者とのビジネス
マッチングによるビジネスの創出、
地域経済の活性化

○ 高齢者向けタブレットと全世代向け
ＡＩチャットボットの導入による
生活支援

○ 住民向けＭａａＳ導入による
移動の利便性向上とだれもが
生涯活躍のまちづくりの促進

○ 畜産バイオマスを核とした
クリーンエネルギーの地産地消

○ ドローンによる商品配送と
ＥＶ自動車による空港直行便の実証

経 済 社 会 環 境

企業⼈の往来とビジネス創出による
地域経済の活性化

次世代⾼度技術の社会実装による
住⺠⽣活の利便性向上

カーボンニュートラルと
利便性・地域強靭化の両⽴

スマートタウン構築により、誰もが⽣涯活躍のまちづくりを後押し
再⽣可能エネルギーの地産地消
関係⼈⼝の創出による地域経済の活性化

☑
☑
☑

SDGsの推進
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再⽣可能エネルギーの賦存状況

※町把握数値分

町内に設置する発電設備の発電容量
⽔⼒ 発電容量
Ａ 42,000kw
Ｂ 10,000kw
⽔⼒合計 52,000kw

太陽光 発電容量
Ａ 553kw
Ｂ 250kw
Ｃ 926kw
Ｄ 500kw
Ｅ 2,564kw
Ｆ 1,990kw
⼀般家庭計（92件） 595kw
⺠間事業者設備（11件） 507kw
太陽光合計 7,885kw

畜産バイオマス 発電容量
Ａ 450kw
Ｂ 300kw
Ｃ 300kw
Ｄ 300kw
Ｅ 300kw
Ｆ 300kw
G 320kw
畜産合計 2,270kw

５



⼈⼝５，０００⼈に対し、⽜４０，０００頭以上が飼養
（令和２年 ⽜乳⽣産量１２万５千ｔ ⽣産額１３０億７千万円）

産業の拡⼤により、増頭・増産
ふん尿の適正処理が地域課題に

酪農・畜産業の拡⼤
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町内６カ所、計７基を整備（総発電能⼒年間2,270kw）
・株式会社上⼠幌町資源循環センター（集中型） ４基
・有限会社ドリームヒル（個別型） ２基
・上⼠幌町（集中型） １基

居辺地区集中バイオガスプラント

バイオガスプラントの整備

酪農・畜産業の拡⼤による家畜糞尿の適正処理について、農協、農家等の町内農業関係者機関で
組織する「上⼠幌町農業再⽣協議会」において調査・研究を進め、平成２９年からバイオガス
プラントの整備に着⼿

資⾦調達事例（上⼠幌町資源循環センター）
総事業費
44億円（萩ヶ岡は⼀部補助事業活⽤）

資⾦⽀援先
㈱⽇本政策⾦融公庫︓融資（設備・機械等）

・農業協同利⽤施設資⾦（バイオマス利活⽤施設）
北海道信⽤農業協同組合連合会︓融資（運転資⾦・設備）

・農業法⼈経営応援資⾦・施設資⾦
上⼠幌町︓融資（設備等・送電網強化費補助1/3）

・バイオマス利活⽤施設建設資⾦等（４億５千万円） ７



(有)ドリームヒル提供

余剰バイオガスを熱源として有効活⽤し、イチゴや
ブドウなどビニールハウス施設園芸の取り組みを展開

新たな産業の取り組み

約1億8,000万kwh

約1,100万kwh

約1,810万kwh

約2億910万kwh

上⼠幌の再⽣可能エネルギーの年間発電想定量

※

※町内主要施設・畜産農家・⼀般世帯の想定量

⽔ ⼒

太陽光

畜産バイオマス

合 計
※発電量は年毎に変動します

再⽣可能エネルギー地産地消の取組
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地域で⽣まれた電気を活⽤し、
観光地域商社「株式会社karch」が、
「かみしほろ電⼒」として、電気の⼩売を展開

「道の駅かみしほろ」内で
電気の契約ができます

かみしほろ電⼒による地域への電⼒供給

供給状況（令和３年９⽉現在）
⾼圧・・・２９件（2,051kw）
低圧・・・３７１件

（1,770kw）
電⼒⼩売⾃由化の中、地域電⼒の
供給先拡⼤によるエネルギー地産
地消の普及が課題

９



・農協施設

平成31年
2⽉より
供給開始

令和元年
12⽉より
供給開始

令和元年5⽉より
供給開始

令和元年5⽉
より供給開始

バイオガスプラント
発電事業者

平成３０年１０⽉に⼩売電気事業者登録完了

需給調整（北海道ガス）

再⽣可能エネルギー地産地消の仕組み
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２０１８年９⽉６⽇に発⽣した、北海道胆振東部地震による道内全域のブラックアウトを踏まえ、⼀般送配電網による
地域内電⼒供給網（地域マイクログリッド）の構築に向けたマスタープラン作成に着⼿（経済産業省補助事業を活⽤）

地域マイクログリッドの構築に向けた検討

構築に向けて直⾯する主な課題
１．費⽤⾯ 導⼊コスト２１億円、ランニングコスト年間

３，６００万円の試算（プラント６基分）

２．経済性 現⾏制度下において、平常時稼働による経済
的メリットがなく、事業採算性が⾒込めない

３．法整備 既設の配電線を利⽤し、直接需要家への電⼒
供給は、保安⾯等から現状認められていない

停電時に既存の配電
線を活⽤し、地域の
再⽣可能エネルギー
を広範囲に直接供給
する仕組みを検討
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町内を運⾏する⾼齢者等福祉バスの中でも、利⽤頻度の低い郊外線２路線（萩ヶ岡線・上⾳更線）をデマンド
化し、事前予約制にすることで空き時間を可視化するとともに、沿線住⺠の利⽤拡⼤を図る。

福祉バスデマンド化の利用実績（令和２年度実施）

10⽉ 11⽉ 12⽉ 合計 増加率
運⾏回数 16 20 16 52 -
利⽤⼈数 4 4 3 11 -

定時定路線

2019

10⽉ 11⽉ 12⽉ 合計 増加率
運⾏回数 14 7 12 33 -37%
利⽤⼈数 19 13 29 61 455%

2020

デマンド運⾏

10⽉ 11⽉ 12⽉ 合計 増加率
運⾏回数 40 32 32 104 -
利⽤⼈数 4 2 5 11 -

定時定路線

2019

10⽉ 11⽉ 12⽉ 合計 増加率
運⾏回数 6 6 2 14 -87%
利⽤⼈数 6 6 2 14 27%

2020

デマンド運⾏

利⽤実績_上⾳更線 利⽤実績_萩ケ岡線

デマンドバス運⾏で稼働時間と運⾏回数が
⼤幅に削減。
利⽤⼈数は３倍以上に︕

最適な移動⼿段の検討・構築

⾼齢者にタブレッ
トを配布し、使い
やすさにこだわっ
たＵＩ設計のプ
ラットフォームで
⾼齢者⾃⾝がバス
を予約し利⽤する。

10⽉ 11⽉ 12⽉ 合計 増加率
運⾏回数 56回 52回 48回 156回 -
利⽤⼈数 8⼈ 6⼈ 8⼈ 22⼈ -
稼働時間 11時間24分 7時間57分 5時間56分 97時間17分 -

10⽉ 11⽉ 12⽉ 合計 増加率
運⾏回数 20回 13回 14回 47回 -70%
利⽤⼈数 25⼈ 19⼈ 31⼈ 75⼈ 241%
稼働時間 9時間00分 5時間00分 6時間40分 20時間40分 -79%

定時定路線

デマンド運⾏

2020

2019
35時間24分 31時間57分 29時間56分
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ドローンを活⽤した新たな事業展開（交通・物流）

令和３年１０⽉６⽇（⽔）〜１２⽇（⽕）
ドローンを活⽤した先進的な実証実験を実施（観光商品開発&買い物代⾏個宅ドローン配送）

ドローンを含む次世代⾼度技術
の活⽤により、カーボンニュー
トラルと利便性が両⽴した持続
可能な地域交通・物流の確保と
住みやすい環境づくりをめざす
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ドローンを活⽤した新たな事業展開（遭難救助）
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⼗勝毎⽇新聞 2０21.5.26

サイクルツーリズムの積極活⽤
ナショナルサイクルルートを活⽤し、⾃然環境にやさしい観光振興展開を図る
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広⼤な森林による吸収源対策

年間約９７年分の⼆酸化炭素を吸収
（全住⺠のCO2排出量に対する）

上⼠幌町の森林における⼆酸化炭素吸収量と約5,000⼈住⺠の呼吸による排出量

町有林・⺠有林の適切な更新等の管理による森林の健全化を
促進し、⼆酸化炭素の吸収源として持続的な維持を図る

区分 吸収量（年間） 貯蔵量（年間） 対象⾯積（ha）

（t-C） （t-CO2） （t-C） （t-CO2）

町有林・⺠有林
⼈⼯林 6,098 22,380 231,886 850,250 3,105.77

天然林 1,325 158,996 4,859 582,986 2,263.87

国有林
⼈⼯林 11,591 42,499 1,762,178 6,461,321 17,751.74

天然林 19,655 72,069 8,861,656 8,861,656 26,643.54

計 38,669 295,944 10,860,579 16,756,213 49,764.92

⼀⼈当たり排出量︓0.08t-C（0.29t-CO2）
住⺠全体の排出量︓0.08t-C×5,000⼈＝400t-C

38,669t-C÷400t-C≒９７年

計算式
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ご清聴ありがとうございました。


